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平成4 年7 月現在

下水道普及率 46%

水洗化率 85%

海
・
川
の
汚
れ
を
S
T
O
P
!

下
水
顔
で
快
適
な
生
活
を

美
し
い
自
然
や
豊
か
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
生
活
排
水
を
集
め
て

処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
か
ら
川
や
海
に
流
す
下
水
道
が
必
要
で
す
。

平
成
4

年
7

月
現
在
の
下
水
道
普
及
率
は
四
六
%
。
う
ち
水
洗
化
率
は
八

五
%
に
と
ど
ま
つ
て
い
ま
す
。

も
つ
と
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
に
、
も
つ
と
下
水
道
を
I
松
戸
市
は
そ
う

考
え
て
い
ま
す
。

供

用
(
処

理
)
区

域

は

一

日

も

早

く

下

水

道

に

接

続

を

下

水

道

を

建
設

す

る
に

は

、

膨

大

な

費
用

と

長

い

年
月

を

必

要

と

し

ま

す

。
し

か
し

、
せ

っ

か

く

の
下

水

道
も

、

各
家

庭

が

接

続

し
て

利

用

し

な
け

れ
ば

、

生

活
環

境
は

良
く
な

り
ま
せ

ん
。

下

水

道

が
使

え

る
よ

う

に

な

っ

た

区

域
に

つ

い
て

は

、
三

年

以

内

に

く
み

取

り

式
ト

イ
レ

を

水

洗
ト

イ
レ

に

改

造
し

、
ま

た
、

し
尿
浄
化
槽
も
廃
止
し
て

、
家

庭
雑
排
水
(

台
所
・
ふ
ろ
・
洗

濯
な
ど
の

排
水
)
と
共
に
下
水

道
に
流
す
こ
と
が
、
下

水
道
法

に
よ
っ
て

義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

改
造

資
金
の

融

資
あ
っ

せ

ん

と
支
払

い
利

子

の
補
給

排
水
工

事
や
水
洗
ト
イ
レ
へ

の
改
造
工

事
の
費
用
は
、
各
家

庭
の
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
市

で
は
、
そ
の
資
金
の

融
資
を
金

融
機
関
に

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま

す
(
浄
化
槽
の
場
合
二
十
五
万

円
以
内
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ

の
場
合
四
十
万
円
以
内
)
。

市
の
あ
っ
せ
ん
に

基
づ
く
借

入
利
子
に
つ
い
て

は
、
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
支

払
い
利
子

に
対
す
る
補

給
(
年

五
・
一
%
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私

道
下

水
道
敷

設
補

助

下
水
道
処
理
区
域
内
の
私
道

部
分
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
次

の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
費
用

の
全
額
を
市
が
負
担
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

①
幅
員
が
一
封
以
上
で
、
隣
接

す
る
家
屋
が
二
戸
以
上
あ
る

私
道
で
あ
る
こ
と

②
排
水
設
備
(
私
道
下
水
道
)

工

事
と
同
時
に

、
二
戸
以
上

の
家
屋
が
水
洗
ト
イ
レ
に
改

造
す
る
こ

と

③
受
益
者
負
担
金
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

④
下
水
道
を
使
え
る
区
域
に
な

っ
て
か
ら
三
年
以
内
で

あ
る

こ

と
お
気

軽
に

ご
相
談

を

工
事
を
行
う
場
合
に
は

、
指

定
工
事
店
ま
た
は
市
役
所
下
水

道
部
施
設
課
普
及
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

9
月
1
6日
團
～
1
8日

窗
の
間
、

市

役
所
一
階
本
館
新
館
連
絡
通

路
で

、
パ
ネ
ル
の
展
示
や
相
談

コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
皆
様
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

默
下
水
道
部
施
設
課
普
及
係

下
水道は正しく

使いましよう

トイレットペーパー以外の

ものは流さないで下さい。

ガソリン・シンナー・石油

などの危険物を流さないで

ください。

天ぷら油などの廃油を流さ
ないでください。

66-711

1 9月10日は

全国下水道

促進デー

わ

た

し

の

夢

佐藤綾夏さん (根木内小学校3 年)

わたしのゆめは、おい者さんになることで

す。びょう気でくるしんでいる人の役に立ち

たいです。おい者さんになるためには、たく

さん勉強しなければなりませんが、かならず

ゆめをかなえたいと思います。

お医者さ んになって診察する 綾夏さ ん



市
営
白
井
聖
地
公
園

墓
地
使
用
者
を
公
募
し

ま
す

白
井
聖
地
公
園
は
、
印
旛
郡

白
井
町
に
建
設
中
の

、
緑
豊
か

な
野
山
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
墓

園
で

す
。

今
回

は

第
六

回
目
の

募

集

で
、
普
通
墓
地
百
七
十
一
区
画
、

芝
生
墓
地
百
区
画
に
つ
い
て
公

募
し
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
焼
骨

保
有
者
を
対
象
と
す
る
も
の
は

二
百
五
十
一
区
画
、
保
有
し
て

い
な
い
人
を
対
象
と
す
る
も
の

が
二
十
区
画
で
す
。

申

し

込

み

で

き

る

人

松
戸
市
ま
た
は
白
井
町
に
一

年
以
上
居
住
(

平
成
3

年
9
月

2
6日
ま
で
に
住
民
登
録
)

し
て

い
る
人
。
す
で
に

白
井
聖
地
公

園
を
使
用
し
て
い

る
人
は
除
き

ま
す
。

※
重
複
し
て
申
し

込
ん
だ
場
合

は
無
効
で
す
。
一
世
帯
一
区

画
に
限
り
ま
す
。

申

し

込

み

案

内

書

の

配

付

期

限

…
9

月
2
9
日

㈹

ま

で

(
閉

庁

日

を

除
く
)

場

所
・
:
市

役
所

・

各

支

所

・

白
井

聖

地
公

園

管
理

事

務

所
・

白
井

町

役

場

申

し

込

み

受

け

付

け

日

時
・
:
9
月
2
7
日

㈲
~
2
9
日

㈹

、
午

前
9

時
~

午

後
4

時

場

所
・・
・
市

役

所
本

館

二

階
大

会

議
室

・

白
井

聖

地

公

園

管
理

事

務
所

持

参
す

る
物
・
:
申
込

申
請

書
・

所
定
の
ハ
ガ
キ
(
切
手
を
張
っ

た

も
の
)
・
印

鑑
・
申

請

者
の

住

民
票

全

部
の

写
し
(

本

籍

・
住

所

・
氏

名

・

世

帯
主

・

続
き

柄

が
記

載

さ

れ
て

い
て

、

平
成
4

年
9

月
1

日

以

降
に

交
付

さ

れ

た

も
の
)

※
焼

骨

保

有

者
が

申

請

す
る

場

合

は

、
埋

火

葬

許
可

証
の

原

本

が

必
要

で

す

。

抽

選日
時
…
1
0
月
1
3
日
㈹
午
前
1
0

時

か

ら

会

場

…

市

役
所

本

館
二

階
大

会

議

室

扠
駐

車

場

が
狹

い

の
で

、

車
で

の

来
場
は

ご

遠
慮
く

だ
さ
い

。

※

会

場
の

収
容

人

員
(
八

十
人
)

に
な

り
次

第
締

め
切

り
ま
す

。

※
抽
選
の
結
果
は
、
後
日
ハ
ガ

キ
で

通

知
し

ま

す

。

使

用

料

・

管

理

料

金

額

…
左

表

の

と

お
り

納

入

期

限
:
1
1

日

㈹

※

当

選

者
に

納

入

通

知

書
を

郵

送
し

ま
す

の
で

、

必

ず
期

限

内

に

お
支

払
い

く
だ

さ

い

。

※

支

払
い

方

法

は

一

括
払

い

で

す

。

期
限

内

に

支

払
わ

な

い

場

合
に

は

、

墓

地

使
用

の

権

利

を
失

い

ま

す

。

使

用

許

可

証

の

交

付

日

時
:
1
1
月
2
4
日

㈹

午
前
1
0

時

～

午

後
4

時

場

所

…
市

役

所

本
館

二

階

大

自然に囲まれた墓園です

今回募集区画数と使用料・管理料

種 別 向き 区分 区画数 使 用 料 管 理 料

普 通墓 地

(5 ΓΥf)

東向き
焼骨 76

468,000円

年額3,600円

※5 年度分

一括前納額

(16,068円)

一般 5

西向き
焼骨 85

418,000円
一般 5

芝生墓地
(4m2)

使用料には
カロート代

金を含む

東向き
焼骨 45

368,000円
一般 5

西向き
焼骨 45

328,000円
一般 5

会
議
室

持
参
す

る
物
…
使
用
料
と
管

理
料
の
領
収
書
・
当
選
通
知
ハ

ガ
キ
・
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の
(

保
険
証
な
ど
)
・
印
鑑

汰
本
人
ま
た
は
家
族
以
外
に
は

交
付
し
ま
せ
ん
。

白
井
聖
地
公
園
課

交

通

機

関

あなたも参加してみませんか

10月3日土・4日普 松戸まつり

歩
行
者
天
国
の

出
店
者
募
集

マ
バ
ザ
ー
ル
コ

ー
ナ
ー

内
容
・
:商
店
の
目
玉
商
品
な

ど
の
販

売

対
象
…
市
内
の
商
工
農
業
者

と
そ
の
団
体

▽
私
の
趣
味
の
店
コ
ー
ナ
ー

内
容
…
市
民
の
趣
味
や
才
能

か
ら
生
ま
れ
た
作
品
販
売

対
象
:
市
民
と
そ
の
団
体

マ
ふ
る
さ
と
県
人
会
コ

ー
ナ
ー

内
容
…
県
人
会
に
よ
る
故
郷

の
特
産
品
・
名
産
品
の
販
売

惠
9

月

‥一
日
窗
ま
で
に
、
直
接

松
戸

商
工
会
議
所
へ

。
受
け
付

け
は
日
曜
日
を
除
く

、
午
前
9

時
～
午
後
4

時
3
0分
(

土
曜
日

は
1
1時
3
0分
ま
で
)
。

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み

が
多
数
見
込
ま
れ

ま
す
の
で

、
他
人
名
義
で

申

し

込

む
こ

と

は
で

き
ま

せ

ん

。

憇

松
戸
商
工

会
議
所
容
6
4
-
3

1
1
1

番

救
急
ポ
ス
タ
ー
展

最
優
秀
に
は
和
知
美
香
さ
ん
が

9
月
9

日

は

救

急
の

日
で

す

。
救

急

医

療
や

救
急

業

務

に

つ

い
て

、

市
民

の

皆

さ
ん

に

正

し

い

ご

理

解
を

い

た

だ

く

た

め

、

市

内
の

中

学

生
か

ら

救

急
に

関

す

る

ポ
ス

タ

ー

を

描
い
て

い

た
だ

き
ま
し

た

。

厳
正

な

審

査
の

結
果

、

第

二

中

学
校

三

年
の

和

知

美

香

さ

ん

が

最

優

秀

賞
に

選

ば

れ

ま

し

た

。

入

賞

作

品

を
は

じ

め

、

応

募
作

品

を

集
め

て

救

急

ポ
ス

タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

期

日

…
9

月
7

日

囲
~
1
9一

日
出会

場
…
市
役
所
本
館
新
館
連

絡
通
路

入
賞
者
・
:
優
秀
賞
=
廣
瀬
亜

由
美
(
第
二
中
一
年
)
・
竹
内
春

香
(
第
二

中

一

年
)
・
菅

村

博

子
(

第
三

中

二

年
)
・
山

本

有

真
示

金
南
中
一
年
)〔
敬
称
略
〕

救

急
出

場
は
年

間

一
万

二
百

五
十

六
回

昨

年

一

年

間
T

月
～
1
2

月
)
、
市
内
で
救
急
車
が
出
場
し

た
の
は
一
万
二
百
五
十
六
回
、

救
急
病
院
等
へ
搬
送
さ
れ
た
人

は
九
千
八
百
七
十
二
人
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。
・

急
病
や

事
故
な
ど
の
と
き
に

は
心
強
い
救
急
車
で
す

。
市
民

の
生
命
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を

問
わ
ず
待
機
し
て
い
ま
す
。
救

急

車
は

本
当

に

困
っ

た
と

き

に
、
正
し
く
使
い

ま
し
ょ
う
。

市
消
防
局
で
は
、
事
故
現
場

な
ど
で
の
正
し
い
応
急
手
当
を

覚
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
救
急

指
導
員
に
よ
る
講
習
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

蠢
消
防
局
救
急
防
災
課
昔
6
3
-

1
1
1
1
内
線
2
1
6
番

パ
ッ
と
思
い
つ
い
た
こ
と

を
そ
の
ま
ま
素
直
に
描
き
ま

し
た
。
最
優
秀
と
い
う
こ

と

で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

町
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
張

っ
て
あ
る
の
を
見
か
け
ま
す

が
、
こ
れ
が
少
し
で
も
皆
さ

ん
へ
の
呼
び
か
け
に
な
れ
ぱ

と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
松
戸
ま
つ
り
素
人
の
ど
自
慢

大
会
(
民
謡
の
部
)
で
優
勝
し
た

大
槻

松
男
さ
ん

定
期
的
に
練
習
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
や
は
り
本
番
で

は
緊
張
し
て
、
少
し
あ
が
り

ま
し
た
ね
。

今
年
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
は
、
ど
な
た
に
も
十
分
に

実
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
か
ら
、
当
日
が
と
て

も

楽
し
み
で
す
。

素人のど自慢大会地区予選会の出場者募集

地 区 日 時 会場

歌

謡

の

部

本庁 9/13(1日)午後1 時から 松戸商工会館

矢切

東部
9/27(日)午後2 時から 矢切神社会館

稔台

八柱
9/27(日)正午がら

イトーヨーカ堂八柱店

駐車 場内 特設会 場

常盤平

高木
9/20く日)午後1 時から

常盤平

市民センター

馬橋 9/20C日)午後2 時から
万満境境内

特設会場

栄町 9/2CK日)午後1 時がら 古ヶ崎市民センター

の民
部謡

全市 9/27日午前10時がら 矢切神社会館

※地区予戦勝ち抜き者は松戸まつり決勝大会に出場できますo

匣電 話 で 松 戸商 工 会 議 所064-3111 番 へ

歌

謡

の

部

秋

の

青

年

講

座

匣
電
話
で
教
育
委
員
会
社
会
教
4
6
2

番
へ

育
課
青
少
年
婦
人

係
・一一
6
6
-
7

科 目 名 日 時 会場 内 容 対象 費用

ペン習字の

基礎

9/22~12/1の

毎週火曜日

(全10回)

午後7 時~9 時

婦

人

会

館

美しい字の書き方の基礎を身に付け、

あなた自身を高めてみませんか?

講師:NHK 文化センター

小林 陵雲氏

16
S

30
歳
の
人

先
着
各

20
人

450円

フラワー

アレンジ

メント

9/17~11/16の

毎週木曜日

(全10回)

午後7 時~9 時

市

民

会

館

パーティー用のコサージュやテー

ブル花を、身近な草花を使って作

ってみませんか?

講師: フラワーデザイナー

浦辺 茎子氏

9,000

円

(花代)

外国の人と

話そう

9/18~10/30の

毎週金曜日

(全7 回)

午後7 時~9 時

婦

人

会

館

日本にいる外国人を招いて、お話

を聞いたり、話をしたりしてみま

せんが?

講師:アメリカ人、ウルグアイ人など

16
ぬ

贊

1.50C〕

円

(食事代)

婦

人

会

館

市

民

会

館

婦

人

会

館

1
6
~
3
0歳の
人
・
先
着
各
2
0人

1
6～
3
5歳
の
人

先
愬
2
0人

楽
し

い
秋

の
青

少
年

教
室

対
象
市
内
在
住
・
在
学
の
青

少
年
で
初
心
者

匣
9

月
1
6日
困
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
学
校

学
年
・
希
望
教
室
名
を
記
入

し

、

〒
2
7
0松

戸

市

新

松
戸

南

二

上

一
松
戸

青

少

年

会
館
(

音
4
4

1
8
5
5
6

番
)

へ

申
し

込

み

多

数
の

場
合

は

、

抽

選
を

行

い

ま

す

。

会場: 青少年会館本館
教室名 日 時 講 師 対象 費 用

魔法の一本針 9/26,10/3 の各土曜日 、

10/11(日),10/17・24・31の各土 曜日

午後2 時30分~4 時3〔汾( 全6 回)

手編み研究家

安達 昌子氏

少学
年
Rt

云

一一

大

1,500円

オーブン陶芸
オーブン陶究家

石川 恭代氏 2,500円

レッツ空手

9/27,10/4 ・11・18・25,11/1の

各日 曜日

午前10時~ 正午( 全6 回)

※インディアカのみ10/4 から開始

少林流

パトリックロー氏 2,500円
インディアカ

千葉県インディアカ協会

原島 初江氏
300円

手づくりりース
フラワーデザイナー

浦辺 苳子氏
2,00(〕円

親子おりがみ
日本折り紙

協会員北楯 邦子氏 1,000円

パンフラワー
パンフラワー研究家

田中 元子氏
2,000円

小
学
三
年
生
以
上
各
二
十
人

会場: 青少年会館樋野口分館
教室名 日 時 講 師 対 象 費用

親子大極拳
9/26.10/3・17・24・31の

各土曜日
午後2 時30分~4時3〔)分(全5 回)

大極拳友会

及川 真氏

小学3 年生

以上20人
500円

救急ポスター展最優秀賞

和知美香さん( 第二中)



楽しく学ぼう成人学校

第2 期募集

作って食べる料理教室もあり ます(第1 期成人学校で)

婦
人
会
館

資料探しのお手伝い

WIENT サービスがスタート

婦
人
会
館
で
は
、
国
立
婦
人

教
育
会
館
情
報
セ
ン
タ
ー
(
埼

玉
県
・
嵐
山
町
)

の
パ
ソ
コ

ン

通
信

に
よ

る

情
報
サ

ー

ビ
ス

「
W
I
N
E
T
(

ウ

ィ
ネ

ッ

ト
)
」
を
端
末
に
接
続
し
、
セ
ン

タ
ー
が
持
つ

資
料
の
検
索
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

婦
人
教
育
会
館
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
女
性
や
家
族
に
関
す
る

図
書
・
行
政
資
料
・
新
聞
や
雑

誌
の
記
事
、
女
性
学
関
連
講
座

記
録
な
ど
豊
富
な
資
料
を
持
っ

て
い

ま
す
。こ

の

資
料
の

中
か

ら
、
書
名
・
著
者
名
・
項
目
な

ど
で

検
索
し
た
結
果
を
プ
リ
ン

ト
し
ま
す
(

記
事
や
内
容
そ
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。

「
こ
の
人
は
ど
ん
な
論
文
を

書
い
て
い
る
の
か
?
」「
こ
の
テ

ー
マ
に
関
し
て

ど
ん
な
資
料
が

あ
る
の
か
?

」
な
ど
あ
な
た
の

質
問
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
パ

ソ
コ
ン
に
よ
り
検
索
後
、
ご
連

絡
し
ま
す
。

費
用
・
:無
料

圜
婦
人
会
館
。一一
6
4
-
8
7
7
8

番

科 目 期 日 曜日 時 間 会 場 講 師 費 用 定 員

粘土による創作

レリ ーフと人形( 実習)

9/22~12/15

(月3 回)
火

午前10時~正午

矢切小学校
飯田 慧子氏

3,500円 15人

世 界 の 宗 教 9/25~10/16 金 婦人会館
麗澤大学名誉教授

大塚 真三氏

無料

20人

同和問題入門講座

おばあちゃんの茶のみ話

9/28 オリエンテーション
月

午前10時~正午 教育委員会6 階 部落解放同盟婦人部長

吉川 アイ氏10/5・19.11/2・16・30 午前9 時~午後3 時 会場までバスで送迎

絞り 染めの世界( 実習) 9/25~12/4 金

午前10時~正千

六実市民センター
家事研究家

安達 静枝氏
1.000円

暮らしの中のマナー 10/2~11/20 金
勤労会館または

婦人会館

婦人グループ

島村 芳子氏
1,000円

ふれあいウォーキング

(健脚者向け)

9/30~12/9

(9/30はオリエンテーション)
水 早朝出発

教育委員会6 階
(9/30のみ)

歩 く 会
交通費

など実費

小金原成人学校
9/22.10/23,11/13

1 月は未定

火

金
午前10時~正午

小金原体育館

(保育あり)

白梅短大教授

岡本 富郎氏他
保育費

50人

韓国映画を観る 10/21~3/17 水 午後2 時~4 時
青少年会館

樋野口分館
無料

着物着付け(実習) 9/30~12/2 水
午後6 時30分

~8 時30分
馬橇市民センター

着付け研究家

及川 幸子氏
5,000円

20人
みんなで考える世界史

(オリンピック年によせて・
スペインの歴史)

9/30~10/28 水 午後6 時30分~8 時 教育委員会6 階
聖徳高校教諭

福田 尚文氏
無料

詩吟( 初心者対象) 9/22~12/1 火

午後6 時3〔}分

~8 時30分

矢切公民館
神風流匡風会会長

岩測 神匡氏
700円

大人が唄う童謡 9/18~12/4 金 婦人会館
市立高校教諭

島田 正範氏
無料 30人

世界を学ぶV(ペルー編)

食べて知るアンデス文化(実習)
10/17,11/21
12/19,1/16.2/20

7 午後5 時~7 時 市民会館
ペルー料理研究家

大江 みはる氏
5,000円

30人

子そだて文化講座
10/3・17・24・31

11/7
土 午後2 時~4 時

青少年会館

(保育あり)
新松戸むかしむかしの会 保育費

昼

間

部

夜

間

部

週
末
講
座

対象…市内在住在勤の16歳以上の人( 親子での参加も可)

匣] 往復ハガキに希望科目、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、9 月12日出必着で〒271松戸市根

本356松戸市教育委員会社会教育課(S66-7462 番) へ。定員を超えた科目は抽選となります。また定

員に満たない科目は9 月16日伽から電話で受け付けます。

女性の講座参加者を募集
松戸女性の講座

職場の中の私・たち

期 日 時間会場 学習内容 講 師

9/24

附

午

後

7

時

S

9

時

婦

人

会

館

オリエン

テーシヨン

10/1

困

職場における

性差別 女性労働問題研究家

桜井 絹江氏
8

困

働く女への

障害

15

困

自分たちの

職場では
(話し合い)

22

困

家の中での

役割分担

女性問題研究家

武田京子氏

29

附

妻と夫の

二人三脚

(パネルディス

カツション)

11/5

困
家族の中の妻 (話し合い)

12

困

部落問題と

女性問題

千葉県部落問題啓発センター

鎌田行平氏

19

附

部落問題を

考える
(話し合い)

26

困 夫の過労働と

妻の仕事

女性労働問題研究家

川口 和子氏

12/3

困
(話し合い)

10

困

妻から

あんなへ
(まとめ)

馬橋女性の講座

語りはじめよう・今・わたし

期 日 時間会揚 学習内容 講 師

9/22

(火)

午

前

10

時

S

正

午

馬

橋

市

民

セ

ン

タ

|

オリエンテーシヨン

レポート:つくられていく

「…らしさ」

企画準備委員

28

(月)

子育てを通して探す

もう一人のわたし

心理カウンセラー

森本邦子氏

6

(火)

主婦はパートで

再就職?

「わいふ」編集長

田中喜美子氏

13

(火)

わたしの中の

「…らしさ」
(話し合い)

20

(火)

‘自分らしさ'

を生きる時…

心理カウンセラー

平川和子氏

27

(火)

動き出した

わたし
(話し合い)

11/10

(火)

差 別とは-

被差別部落からの声

部落解放同盟千葉県連

顧 問 関 口 大 吉氏

17

(火)

部落問題

について
(話し合い)

24

(火)
あんなと政治

男女平等運動家

中嶋里美氏

12/1

(火)
「性」

フリージャーナリスト

宮 淑子氏

8

(火) わたしに

出会う

(話し合い)

15

(火)
(まとめ)

稔台女性の講座

「主人・公」はだ- れ?

期 日 時間 会場 学習内容 講 師

9/24

困

午

前

10

時

S

正

午

稔

台

市

民

セ

ン

タ

|

オリエン

テーシヨン

10/1

附 「主婦」つて

なあに?

女性問題研究家

武田京子氏9

廁

15

附

わたしは

どんな「主婦」?
(話し合い)

22

附

「差別」つて

なあに? 千葉県部落問題啓発センター鎌田行平氏

11/5

困

部落と差別

「フィルムフォーラム」

12

附

わたしは差別
されてないかしら?
してないかしら?

(話し合い)

19

困

結婚という

制度

フトランスラィター

佐藤文明氏

26

附

異性の友達は

いますか?
(話し合い)

12/3

困

私たちに

何ができる?

「わいふ」編集長

田中喜美子氏

10

附
これからの私

(話し合い)

17

附
(まとめ)

午

後
7

時
~
9

時

婦

人

会

館

午

前
1
0

時
~

正

午

馬

橋

市

民

セ

ン

タ

ー

午

前
1
0

時

～

正

午

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー

定員…各講座とも先着30人( 保育は2 歳以上各講座10人まで)

匣電話またはハガキで希望講座を明記のうえ、〒271松戸市根本356教育委員会社会教育課青少年婦人

係(S66-7462 番) へ

※保育・手話通訳の必要な人は申し込み時にお申し出ください。

歯
を
大
切
に

歯
ブ
ラ
シ
以
外
の
、
歯
と
歯
肉
の
健
康
用
具

歯
磨
き
は
歯
ブ
ラ

シ
を
使

っ
て
行
う
も
の
で
す
。
し
か

し
歯
ブ
ラ

シ
だ
け
で

は
、
口

の
中
全
体
を
き
れ
い
に

す
る

こ
と
は
、
な
か
な
か
困
難
な

の
で
す
。

そ
こ
で
登

場
し
て

く
る
の

が
、
歯
ブ
ラ
シ
以
外
の

歯
と

歯
肉
の
健
康
用
具
で

す
。
今

回
は
こ

の
健
康
用
具
の
代
表

格
で
あ
る
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ

ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

普
通
、
糸
は
撚
(
よ
)
り
あ

げ
て
あ
り
ま
す
が
、
デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
は
繊
維
の
ま
ま
で
、

撚
り
あ
げ
て
い
な
い

、
使
い

捨
て
の
ナ
イ
ロ
ン
製
の

糸
で

す

。歯
と
歯
の
間
を
隣
接
面
と

い
い
ま
す
が
、
こ

の
隣
接
面

は

、
歯
ブ
ラ

シ
の
毛
先
だ
け

で
は
き
れ
い
に
磨
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

。
そ
こ
で

、
こ

の

デ
ン

タ
ル
フ
ロ
ス

を
歯
と

歯
の
間
に

通
し
て
、
隣
接
面

に
た
ま
っ
て
い
る
食
物
の
か

す
や
歯
垢
(
こ
う
)
を
取

る
の

で
す
。

特
に
若
年
者
の
場
合
は
、

こ
の
隣
接
面
か
ら
む
し

歯
が

起
こ

る
こ
と

が
多
い
の
で
、

こ
の
部
位
の
清
掃
は
大
変
重

要
で
す
。
最
近
で
は
、
乳
歯

の
臼
(
き
ゅ
う
)
歯
部
の

隣
接

面
の
清
掃
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

簡
単
に

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス

の
使
い

方
を
説
明
し
て
お
き

ま
す
。

四
十
～
五
十
㌢
㍍
く
ら
い

の
長
さ
に
切
っ
て
、
ま
ず
糸

の
両
端
を
左
右
の
中
指
に
二

～
三
回
巻
い
て
固
定
し
、
人

指
し
指
と
親
指
で

操
作
し
ま

す
。歯

の
間
に
入
れ
る
と
き
は
、

操
作
す
る
左
右
の
指
の
間
隔

を
一
～
二
㌢
㍍
く
ら
い
に
し

て
、
糸
を
ピ
ン
と
張
っ
て
少

し
ず
つ

歯
と

歯
の
間
に

押
し

い
れ
る
よ
う
操
作
し
ま
す
。

こ

の
と
き
歯
と
歯
の
間
に

無
理
に
入
れ
よ
う
と
す
る
と
、

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
が
歯
肉
に

強
く
当
た
っ
て

歯
肉
を
切
っ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
少
し

ず
つ
左
右
(

前
後
)
に
ス
ラ

イ
ド
さ
せ
な

が
ら
、
注
意
深

く
入
れ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
歯
周
病
を
予
防
す
る

意
味
か
ら
、
少
し
歯
肉
の
溝

の
中
に
ま
で
入
れ
て

清
掃
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
の

専

門
家
の
指
導
を
受
け
て

、
正

し
く
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)

検索結果はすぐにプリント さ れます

デンタルフロス



分かり合うために

実態調査 結果 の

お知 らせ

いつも明るい重 度身心障害者通所施設・喜楽家(きらくのいえ・馬 橋)の皆さ ん

日
常
生
活
の
介
護

介
護

者
の
高
齢
化

が
問
題
に

日

常

生
活

で

の

介

護
の

必

要

度
は

、

や
は

り

外

出

の

場
合

に

高
く

、

五
〇

・
五
%

が

必
要

と

答
え
て

い

ま

す

。

次

い
で

意

思
伝

達
(

二
八

・

一
%
)

、
衣

類

着

脱
(
二

七

・
二

%
)
、
食

事
(
二
四

・
一
%
)

、
排

せ

つ

二

九
・
三
%
)

の

順
で

す
。

ふ

だ

ん

の

主

な
介

護

者
は

、

障

害
児

で

は

九
〇

・
一
%

が
母

親
で

す
。

障

害

者
に

な

る

と

、

配
偶
者
(
四
三
・
六
%
)
が
最
も

多
く
、
次
い
で

母
親
(
一
四
・

四
%
)
、
子

供
二

二
・
九
%
)
の

順
で

す
。

介
護
が
必
要
な

障
害
者
(
児
)

の
主
な
介
護

者
の
九
・
三
%
は
、

七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

介
護
者
の
高
齢
化
が
、
問
題
と

し
て

数
字
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護

者
の
三
六
・
五
%

が
専
業
主
婦
で
す
。

医
療
・
保
健

定
期
的
に
通
院
が
5
割

現
在
の
健
康
状
態
(
表
2
)
を

み
る
と
、
定
期
的
に

通
院
し
て

い
る
人
が
四
九
・
〇
%
い
ま
す
。

障
害
種
類
別
で
は
、
内
臓
系

が
多
く

、
心
臓
が
悪
い
人
の
八

二
・
二
%

、
じ
ん

臓
が
悪
い
人

の
八
〇
・
六
%

が
定
期
的
に
通

院
し
て
い
ま
す
。

年
間
医
療
費
は
、
平
均
二
十

二
万

七

千
円

か
か

っ
て
い

ま

す
。
障
害
児
の
二
四
・
一
%

、

障
害
者
の

二
(
・
三
%
が
、
現

在
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
て
い

ま
す
。

障
害
別
で
は
、
体
幹
と
音
声

言
語
の
リ
ハ
ビ
リ
受
診
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
の
心
身
障
害
者
(
児
)
全
員
(
五
千

六
百
五
十
八
人
)
を
対
象
に
、
日
常
生
活
全
般
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

有
効
回
答
は
、
三
千
五
百
三
十
四
件
で
、
有
効
回

収
率
六
二
・
五
%
で
し
た
。

回
答
者
の
性
別
は
男
性
五
七
・
七
%
、
女
性
四

丁

一
%
で
、
年
齢
別
で
は
障
害
児
(
十
八
歳
未
満
の
人
。

十
八
歳
以
上
は
障
害
者
と
い
い
ま
す
)
が
八
・
九
%
、

十
八
～
五
十
九
歳
が
四
六
・
四
%

、
六
十
歳
以
上
が

四
三
・
四
%
(
無
回
答
あ
り
)
で
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
特
集
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

固
し
あ
わ
せ
課

障
害
の
基
礎
的
事
項

肢
体
の
障
害
が
5
割

表
1
の
と
お
り
、
肢
体
に
障

害
を
持
つ
人
が
、
四
八
・
一
%

で
す
。
次
い
で
、
精
神
一
三
・

五
%
、
心
臓
一
一
・
九
%
と
な

っ
て
い

ま
す

。

障
害
の
発
生
原
因
は
、
六
一
・

三
%
は
疾
病
、
一

丁

九
%
は

事
故
に
よ
る
も
の
で
す
。

疾
病
・
事
故
に
よ
る
障
害
の

発
生
年
齢
は
、
十
八
歳
未
満
が

二
〇
・
五
%
で

、
平
均
三
九
・

一
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住 宅
改造希望が4 割超える

居住形態 としては、持ち家の一戸建(57・

8%) が最も多く、持ち家の集合住宅を加え

ると、65% が持ち家です。

住宅の改造については、すでに23% は改造

済みで、「今後改造したい」も、41・7% にな

っています。

改造希望の場所( 複数回答) は、ふろ場(46 ・

O%) が最も多く、続いてトイレ(41 ・3%) 、

部屋(23・5%) 、 階段(22・3%) 、段差(21 ・

7%) の順になっています。

また、借家の場合でも約30% の改造希望が

ありました。

特に肢体が不自由な人がいる場合は、改造

の希望が多くなっています。

世
帯
状
況
と
生
計

主
な
収
入
源
・
3
割
が
年
金

障
害
者

♀

八
歳
以
上
)
の

六

丁

二
%

が
既
婚
ま
た
は
、
有

配
偶
者
で
す
。

家
族
構
成
は
「
本
人
と
配
偶

者
と
子
供
」
が
二
四
・
五
%

と

最
も
多
く
、
続
い
て
夫
婦
の
み

一
九
・
九
%

、
一
人

暮
ら
し
七
・

〇
%

に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
帯
の
主
な
収
入
源
(
表
3
)

の
内
容
は
、
障
害
児
で
は
父
母

の
給
料
・
賃
金
が
八
一
・
六
%

、

続
い

て

父
母

の

事
業
収

入

が

七
・
六
%
で
す
。

一
方
、
障
害
者
で
は
給
料
・

賃
金
が
四
四
・
五
%
と
最
も
多

く
、
年
金
の
三
七
・
四
%

、
事

業
収
入
の
八
・
二
%

と
続
い
て

い
ま
す
。

生
計
を
賄
っ
て

い
る
中
心
者

は
、
障
害
児
の
場
合
九
四
・
六
%

が
父
母
で
す
。
障
害
者
で
は
自

分
自
身
が
四
〇
・
〇
%

、
配

偶

者
が
二
三
・
一
%

、
父
母
が
一

二
・
二
%
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

持っている障害の種類 表1
(重複障害あり)

世帯の主な収入源 表3

現在の健康状態 表2

都
市
計

画

の
案

の
縦

覧

内
容
松
戸
都
市
計
画
持
定
街

区
の
案

予
定
区
域
松
戸
字
坂

下
の
一
部

縦
覧
日

時
9
月
8
日

㈹
~
2
2

日
㈹
日
曜
・
祝
日
・
1
2
日
出

を

除

く
〕
の

午

前
8

時
3
0
分

~
午
後
5
時
(
土
曜
日
は
午
後

O
時
3
0分
ま
で
)

縦
覧
場
所

市
役
所
都
市
計
画
課

熈
都
市
計
画

課
計
画
係

生
産

緑
地

地
区

変
更

の
案

の

縦

覧農
地
の
生
産
緑
地
の
指
定
に

つ
い
て
、
申
し

出
の
あ
っ
た
農

地
を

精
査
し
た
結
果
、
市
街
化

区
域
内
農
地
六
百
六
十
七
㌶
の

う
ち
、
百
六
十
六
㌶
(
二
四
・

九
%
)

の
農
地
を
生
産
緑
地
地

区
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
に
な

り
ま
し
た
。

こ

れ
ら
の
農
地
に
つ
い
て

、

松
戸
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

変
更
の
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
日
時
9

月
8
日
㈹
~
2
2

日
㈹
〔
日
曜
・
祝
日
・
1
2日
出

を

除
く
〕

の

午
前
8

時
3
0分

~
午
後
5
時
(

土
曜
日
は
午
後

O
時
3
0分
ま
で
)

縦
覧
場
所

市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室

題
公
園
緑
地
課
保
全
係

や

め
よ
う
/

電

柱
等

へ
の

は

り
紙

、
は

り
札

、
立
て

看

板

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場

合
は

許
可

を
受

け
て

く
だ

さ

い

。
違
反
し
て
い
る
は
り
紙
、

は
り
札
、
立
て

看
板
な
ど
は

撤

去
し
ま
す
。

住
み
よ
い

き
れ
い
な
松
戸
に

す
る
た
め
、
お
互
い
に
ル

ー
ル

を
守
り
ま
し

ょ
う
。

蠢
建
築
指
導
課
庶
務
係

実
用
新
案
等
商
品
化
案
件
を

募
集対

象
①
す
で
に
登
録
さ
れ
て

い
る
、
あ
る
い
は
出
願
手
続
き

中
の
特
許
ま
た
は
実
用
新
案
②

ま
だ
商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
③

千
葉
県
民
ま
た
は
県
内
に
所
在

す
る
企
業
ま
た
は
そ
の
従
業
員

が
所
有
す
る
特
許
ま
た
は
実
用

新
案

応
募
締
め
切
り
1
0月
3
1

日
出

黯
聯
千
葉
県
工
業
技
術
振
興
セ

ン
タ
1
登
0
4
3
1
2
2
2
-
6
1
1
2

番

松
戸

市
老
人

保
健
福
祉
計
画
の
調

査
協
力

の
お
願

い

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
二
十

一
世
紀
の
松
戸
市
の

保
健
・
福

祉
の
あ
り
方
を
検
討
し

、
計
画

的
に
実
施
す
る
た
め
に

、
松
戸

市
老
人
保
健
福
祉
計
画
を
平
成

5
年
度
中
に

策
定
し
ま
す

。
計

画
に
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反

映
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
お
よ
び
高
齢
者
の
実

態
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご

協
力

を

お
願

い

し

ま

す

。

対

象
・
:
ア
ン

ケ

ー
ト

調

査
=

無

作
為

抽

出
に

よ

る

三

十

五
歳

以

上

の

人

、

高
齢

者

実

態

調
査

=

ね

た

き

り
な

ど

で

介

護
を

必

要

と

し
て

い

る

高

齢

者

実

施
時

期
・
:
9
月

中

旬

Λ
1
1一

月蠢

な

が
い

き

課

老
人

保

健

福

祉

計

画

担
当

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す

国
や
地
方
の
雇
用
対
策
な
ど

に
関
す
る
行
政
の
基
礎
資
料
を

作
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
に
な
る
世
帯
に

は
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

瓢
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

障害者に理解を 心のふれあいを大切に



もっと

心身障害者

就
労
・
就
学
の
状
況

や
は
り
交
通
が
大
変

障
害
者
の
三
四

・
六
%

が
、

現
在
収
入
の
あ
る
仕
事
に
就
い

て
い

ま
す
。

内
訳
は
正
規
職
員
が
四
六
・

七
%

、
自
営
業

匸
一
・
八
%

、

パ
ー
ト
等
が
九
・
七
%

、
福
祉

施
設
で
の

就
労
六
・
九
%
に
な

っ
て
い

ま
す
。

収
入
の

額
は
幅
が
あ
り
、
月

収
三
十
万
円
以
上
の
人
が
四
分

の
一
い

る
一
方
、
三
万
円

未
満

の
人
も
七
・
五
%

い
ま
す
。

就
学
で

は
、
障
害
児
の
九
四
・

〇
%

が
何
ら
か
の
通
園
・
通
学

を
し

て

い

ま

す

。

通

園

・
通

学
上

の

問

題

点

と

し
て

は

、
「
通

園
・
通

学
そ

の

も

の

が

大

変
」
(
一
七
・
八
%
)

が

最

も

多

く

、
「
友

達

が

で

き

な

い
」

二

〇

・
二
%
)

、
「
先

生
の

配

慮

が

欲
し

い

」
(
八
・

一
%
)

が

続
い

て

い

ま

す

。

小

学

校
で

は

、

普

通

学
級
で

「
授
業
に
つ

い
て
い
け

な
い
」
(二

七

・
三
%
)

が

ト

ッ

プ

、
障

害

児

学
級
で

は

、
や
は

り
「
通

園
・

通

学
が

大

変
」
(
二

七

・
五
%
)

が

一
番

多

く
な

っ
て

い

ま

す

。

外
出
の
状
況

多

い
「
介
助
が
必
要
」

ふれあいの輪が広がっています

外
出
頻
度
は
、
障
害
児
の

五

〇
・
五
%

、
障
害
者
の
二
九
・

一
%

が
「
ほ

ぼ
毎
日
」
で
し
た
。

外
出
の
際
の
介
助
に
つ
い
て

は
、
電
車
や

バ
ス
の
乗
降
に
は
、

障
害
児
の
五
二
・
七
%

、
障
害

者
の
二
三
・
二
%

が
介
助
か
必

要
と
答
え
て
い
ま
す
。

散
歩
を
す
る
時
で

も
、

障
害

児
の
四
四

・
八
%

、
障
害
者
の

二
二
・
六
%

が
介
助
か
必
要
と

の

結
果
で

し
た
。

五
男
が
ダ
ウ
ン
症
で
、
ず
い
ぶ
ん
市

役
所
に
も
相
談
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

子
も
現
在
は
、
社
会
人
と
し
て
元
気
に

働
い
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
今
、
目
が
不
自
由
な
人
の

た
め
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
と

話
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

小金きよしヶ丘

冨山 いくさん

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
要
望

医
療
費
の
軽
減
が
ト
ッ
プ

現

在
、

行

っ
て

い

る

福
祉

サ

ー

ビ
ス

が

ど

れ

く
ら

い

知
ら

れ

て
い

る
か

を

調

べ
ま

し

た

。
知

っ
て

い

る

率

が

高
い

の

は

「
J

R
旅

客

運
賃

の

割
引

」
(
五

八
・

〇
%
)

、
「
所

得

税

・

住
民

税
の

障

害

者

控
除
」
(
四

七
・
六
%
)

。

「
福

祉

タ

ク

シ

ー

助

成
」
(
四

〇

・

二
%
)

、
「
預

金
利

子

の

非

課

税
」
(
三

九
・
〇
%
)

な

ど
で

し

た
(

利

用

し

た
こ

と

の

あ

る

サ

ー
ビ
ス

も
、
こ

の

順
)
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
た
経

路

は

、「
広

報

ま
つ

ど

」
(
四

二
・

一
%
)

が

最
も

多

く

、
次

い
で

市

職

員
(

二

五

・

三
%
)

に

な

っ

て

い

ま
す

。

今

後
の

福
祉

サ

ー

ビ
ス

の

要

望

は

、

表
4

の

と

お

り
で

す

。

市
に

力

を
入

れ

て

ほ
し

い

福

祉
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
は
、「
医
療

費
の
軽
減
」
と

「
障
害
者
の
く

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

要
望
す
る
声
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
(一

部
有
料
)
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
、「
負
担
し
て

も
よ
い
と
思
う

サ

ー
ビ
ス
が
あ

る
」
(
二
〇
・

七
%
)

が
、「
負
担
し
て

も
よ
い

と
は
思
わ
な
い
」
二

丁

○
%
)

を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
六

八
・
二
%
の
人
が
無
回
答
で

し

た
。市

で
は
、
こ

れ
ら
の
結
果
を

十
分
に
参
考
に
し

、
よ
り
よ
い

福
祉
行
政
の
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

今後の福祉サービス充実の要望

市

民

会

館

期 日 内 容 開演時間

9/12(土) シルバーフェスティバル(千葉県) 13:00

13日) 苔山会・尺八演奏会 11:0

17困 松戸子ども劇場・高学年例会 18:30

19(土) 映画.「風の子どものように」 ☆ 14:00 ・18:00

20日 エコロジーサミット(松戸青年会議所) 12:O{〕

23(祝) 松戸民謡協会民謡民舞大会 10:00

24困 竜鉄也全国縦断チャリティーコンサート ☆ 11:30

25圃 葵舞踊まつり松戸会 10:00

26出 モーツァルトアーベント☆ 18:30

10/3 出 やわら木苑チャリティー映画会☆ 15:00

4(日) 新松戸コールマミー記念コンサート ☆ 14 二00

* 月曜 日は 休館 。☆印のつ い てい る催し 物 は有 料で す。

蠢 市 民 会 館S68-1237~8 番

市
民

劇

場

期 日 内 容 開演時間

9/6( 日) 尾崎一夫カラオケ教室発表会 16:30

16團 健康カラオケコンテスト 18:00

19(土) 松戸友の会バイニオリンコンサート 14:30

飢日) 茂賀寿会・民謡発表会 10:30

10/3 出 岳盟連合会・吟道記念大会 10:00

4(日) ドルチェコンサート・ピアノ発表会 13:30

※月 曜 日は休 館。☆印 のつ いて いる 催し 物 は有料 で す。

蠢 市 民 劇 場S68-0070 番

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期間 9/18 廁まで 9/19C二t)~10/2廊 10/3 出~9 廊

東

大井藤一郎

スコットランド紀行

油彩・水彩スケッチ展

梅田 八主守

陶芸習作展

露松院

ロー書道展

西
華墨会

水墨画・彩墨画展

河上好ほかによる

自然との出会い

写真展

ザ・切り絵・松戸

作品展

蠢社会教育課成人教育係066-7462 番

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期 間 内 容

9/8C 火)~13(日)
松戸市婦人ブループ展

フォト サークル愛里酔写真展

9/18c~20 剛 松戸市小中学校理科作品展

9/22C火)~27日 松戸クロッキーの会の作品展

10/2 窗~4(日) 小中学生観光絵画展

* 月 曜 日 は 休 館 。 閉 館 時 間 … 午 前10 時~ 午 後6 時

蠢]文 化 ホ ー ル 容67 ¬7810 番

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

期 日 時 間 会 場 費用 対 象

9/9 團

午後

3時~4 時

図書館本館

無

料

-
-一融

10困 東部スポーツパーク

11廁 二十世紀が丘市民センター

12(二t)
午前

10時~11時

学校5 日制特別公演

中部小体育館

で ど

も` な
た

16團
午後

3時~4 時
図書館本館

一八

でんわおはなしキャラバンS63-9999 番

[履市立図書館S65-5115 番

無

料

三
~

九
歳

く
ら
い

ど
な
た

で
も

三
~
九
歳

く
ら
い

戸
定
歴
史
7
9

期 間 内 容

9/27C日)まで 御|| 昭武の生涯( 後期)

*月曜日は休館。入館料…大人51円・小中学生20円

闊戸定歴史館062-2050 番

第1 位 第2 位 第3 位 第4 位 第5 位

全 体
医療費軽減

(29.496)

障害者のくらし

やすいまちづくり

(24.3%)

福祉施設
の充実

(19.790

ホームヘルパー
の充実

(13.1%)

働く場の
確保

(12.596)

18歳未満

(障害児)

障害者のくらし

やすいまちづくり

(38.796)

働く場の

確保
(35.2%)

ショートステイ
の充実

(32.7%)

福祉施設の
充実

(30.8%)

ボランティアの

確保・育成

(15.9%)

18~29歳

(青年期)

福祉施設の
充実

(35.0%)

障害者のくらし

やすいまちづくり

(32.5%)

働く 場の
確保

(30.7%)

ショートスティ

の充実

(21.1%)

医療費軽減

(19.8%)

30~59歳

(中年期)

医療費軽減

(33.195)

障害者のくらし

やすいまちづくり

(26.6%)

所得保障の
充実
(15.7%)

福祉施設の

充実
(15.295)

住宅の確保

(13.5%)

60歳以上

(高齢期)

医療費軽減

(31.4%)

福祉施設

の充実
(17.9%)

ホームヘルパー

の充実
(17.796)

障害者のくらし

やすいまちづくり

(17.5%)

ショートステイ

の充実

(11.6%)

表4( 複数回答)

「
市

民

意
識

調
査
」

ア

ン
ケ

ー
ト
・
9

月
中

旬

に
発

送

文
化
的
で

緑
豊
か
な
住
み
よ

い
活
気
あ
る
都
市
に
向
け
、
市

で

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
、

今
後
の

計
画
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
「
市
民
意
識
調
査
」
を

行
い
ま
す
。

調
査
は
無
作
為
に

抽
出
し
た

市
民
一
万
人
を
対
象
に
行
い
ま

す
。
調
査
票
が
届
い
た
方
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

黯
企
画
課

中

学

校
給

食
臨

時
調

理
員

を

募
集人

数
若
干

名

年
齢
四
十
五

歳
く
ら
い
ま
で

勤
務
時
間
一

日
四
時
間
程
度

時
給

八
百
三

十
円

交
通
費
一
日
三
百
四
十

円
を
限
度

勤
務
場
所
小
金
北

中
学
校

茴
教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

容
6
6
-
7
4
5
5
番

緊
急

景
気

対
策

特
別

資
金

融

資
の

ご
案
内

対
象
県
内
で
一
年
以

上
引
き

続
き
同
一
事
業
を
営
む
中
小
企

業

利
率
年
四
%

融
資
額
三

千
万
円
以

内

茴
松
戸
商
工

会
議
所
{
。
6
4
-
3

1
1
1

番

ち

ば
環
境

文
化

賞
へ

応
募

を

対

象
と

形
式

①
実

践
活

動

=
環
境
を
守
り
、
育
て
て
い
る

個
人
・
団
体
、
活
動
内
容
を
四

百
字
以
内
(

写
真
添
付
)

②
研

究
論
文
=

環
境
を
テ

ー
マ
に
し

た
も
の
で
、
す
で
に
発
表
さ
れ

た
も
の

。
論
文
テ

ー
マ
を
明
記

し
、
四
百
字
以
内

寮
自
薦
・
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。

匣
9

月
3
0日
困
ま
で
に

、
〒
2
6
0

千
葉
市
中
央
区
中
央
四
-

一
四

-
一
〇
千
葉
日
報
社
ち
ぱ
環
境

文
化
賞
事
務
局
(
0
0
4
3亠

心
1

0
0
5
5

番
)
へ

交
通

事
故

保

険
請
求

相
談

月
曜
日
~

金
曜
日
午
前
9

時

3
0分
~

午
後
4

時
4
0分
(

祝
日

を
除
く
)

費
用
無
料

岌
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
毎
週

金
曜
日
午
後
1
時
~
4

時

牋
千
葉
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
登
喝
-
2
2
4
1
7
9
2

4
番

納
期
を
守
り
ま
し
よ
う

奉
し
尿

処
理
手
数
料
(
人
頭
制
)
第
二
期
納
期
限

・
:
9
月
3
0日

奉
国
民
健
康
保
険
料
(
第
四
期
納
期
限
)
…
9

月

3
0日

奉
国
民
年
金
保
険
料
・
:
9
月
分

4
事
業
所
税
・
:
7
月
決
算
の
法
人
と
7

月
中
に

事
業
所
用
家
屋
を
新
・
増
築
し
た
建
築
主
は
、

9
月
が
申
告
納
付
月
で
す
。

※
早
め
に
納
付
(

納
入
)

お
願
い
し
ま
す
。

9 月日日~20日

高齢者交通

安全旬間

安全確実な口座振替を



チャンネル
※タイトルが色刷りの ものは、

市主催の催し物です。

人口と世帯(8 月1 日現在)

○人口461,367 人(-211)

男234,8[]9 人(-69)

女226,558 人(-142)

○世帯168,498(+55)

囗
は
前
月
比

文

化
庁

優
秀

映
画
鑑

賞
会

9
月
1
7日
閑
午
後
3
時
か
ら

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

内
容
森
繁
久
弥「
警
察
日
記
」
・

加
山
雄
三
「
大
学
の
若
大
将
」
・

吉
永
小
百
合
「
伊
豆
の
踊
子
」

蠢

㈱
松
戸
市
文
化
振
興
財
団
公

6
4
1
-
9
1
9
1
番

健

康

カ
ラ

オ
ケ
コ

ン
テ

ス
ト

9
月
1
6日
團
午
後
6

時
か
ら

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

残
冨
永

｀
4
1
-
3
6
2
3
番

矢

切
公

民
館

名
画

劇
場

「
素
晴

ら
し

い
風

船
旅

行
」

9
月
2
0日

㈲
午
後
1

時
3
0分

～
3
時

会
場
矢
切
公
民
館

費
用
無
料

定
貫
百
七
十
人

圃
電

話
で

矢
切
公
民
館
四
6
8
-

l
n
乙
1
4
番
へ

野
鳥
観

察
会

「
東

京
港

野
鳥
公

園
」

9
月
6

日
㈲
午
前
8

時
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
に
集
合
、
午

後
1
時
現
地
解
散
予
定

費
用

交
通
費
の
み
自
己
負
担

持
ち

物
筆
記
用
具
・
昼
食

主
な
野

鳥
冬
羽
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ

蠢
膕
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の

緑
化

基
金
(
市
役
所
内
)

フ

ォ
ト
サ

ー
ク

ル
B
O
K
E

写
真

展

9
月
5
日
出
~
1
5日
吩
の
午

後
5
時
ま
で

会
揚
北
総
線
矢

切
駅
内
イ
ベ
ン
ト
広
場

費
用

無
料

※
休
日
に
撮
影
サ
ー
ビ
ス
あ
り

蠢
清
水

｀
4
2
-
0
6
6
1
番

松
戸

史
談

会

「
い
ん

ざ
い
石

仏

め
ぐ

り
」

9
月
1
3日
㈲
午
前
1
0時
J
R

成
田

線
木
下
駅
前
集
合
(

雨
ヂ

時
は
2
0日
収
)

費
用
E

百
円

内
容
徒
歩
㌔
(
約
五
時
間
三

十
分
、
弁
当
・
帽
子
持
参
)

蠢
神
尾

｀
4
1
-
2
4
5
8
番

催

し

物

エ
コ
ロ
ジ
ー
サ
ミ
ッ
ト
・
松
戸
か
ら
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

9
月
2
0日
㈲
午
後
2
時
~
6

時
3
0分

会
揚
市
民
会
館

内

容
第
一
部
「
中
学
生
ト

ー
ク
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
=

市
内
中
学
生
に

よ
る
弁
論
大
会
、
ラ
ッ
シ
ャ
ー

板
前
氏
に
よ
る
講
演
、
第
二
部

「
す
て

き
な
松
戸
大
賞
表
彰
式
」

=
未
来
の
松
戸
を
担
う
若
者
を

と

も
し

び
読
書

会

9
月
1
7日
團
午
前
1
0時
~

正

午

会
場
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
マ
ル
グ
リ
ッ
ト

ー
デ
ュ
ラ
ス

著
「
愛
人
」

費
用
七
百
円
(

初

め
て
の
人
は
三
百
円
)

蠢
朝
倉

｀
4
5
-
3
3
5
6
番

表
彰
、
第
三

部
「
エ
コ

ロ
ジ
ー

サ
ミ
ッ
卜
」
=
環
境
問
題
に
つ

い
て

の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
猪
木
氏

に
よ
る
講
演

費
用
無
料

黯
肋
松
戸
青
年
会
議
所
四
6
7
-

1
9
8
3

番

松

戸
子

ど
も
劇

場

9
月
1
7日
閑
午
後
6
時
3
0分

開
演

会
場
市
民
会
館

費
用

三
千
円

内
容
劇
団
京
芸
「
そ

う

べ
え
ご
く
ら
く
へ

ゆ
く
」
示

学
校
四
年
生
以
上
対
象
)

蠢
高
橋

一`
6
1
-
1
6
0
6
番

小

金
原
老

人

福
祉

セ
ン

タ
ー

ク

ラ
ブ
合

同

展
覧
会

9
月
1
9日
出
~
2
1日
㈲
午
前

9
時
~

午
後
5
時

会
場
小
金

原
市
民
セ
ン
タ
ー
参
加
ク
ラ

ブ
墨
絵
・
俳
句
・
華
道
・
編
み
物

※
1
9日
は
茶
会
が
あ
り
ま
す
。

黯
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

{
1
4
4
-
8
2
7
0番

シ

ル
バ

ー
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

9
月
1
2日
出
午
後
1
時
~
4

時
2
0分

会
場
市
民
会
館

費

用
無
料

内
容
理
学
博
士
・
藤

井
康
男
氏
の

講
演
ほ
か

蠢
千
葉
県
長

寿
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
0
4
3
-
2
4
4
-
7
1
4
1

番

県
内

施

設
見
学

会

1
0月
2
5日
㈲

見
学
先
幕
張

メ
ッ
セ
、
テ
ク
ノ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

(
千
葉
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

-
)
費
用
無
料
定
員
百
人

惠
9

月
2
0日
㈲
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
(
一
枚
二
人
ま
で
)
に

応
募
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七

東

葛
飾

地
域

県
民

セ
ン

タ
ー

(
U
6
5
-
3
0
0
8
番
)
へ

松
戸

市

婦
人
グ

ル

ー
プ
展

9
月
8
日
㈹
~
1
3日
収
(
8

日
は
午
後
1
時
か
ら
、
1
3日
は

午
後
4
時
ま
で
)

会
場
文
化

ホ
ー
ル

費
用
無
料

茴
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

盆
栽
交
換
会
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
)

9
月
1
3日
㈲
午
後
1
時
~
4

時

会
場
山
村
宅
(
稔
台
四
四

-
一
)

蠢
稔
台
盆
栽
愛
好
会
・
川
内
｀

6
1
-
Q
J
0
7
1
番

講
座
・
講
演

職
業

訓
練

指
導

員
講

習
会

期
日
①
1
0月
7
日
困
・
8
日

出
・
9
日
窗
・
1
2日
囲
・
1
3日

㈹
・
1
4日
困
②
平
成
5

年
2
月

1
日

側
・
2

日
㈹
・
Q
J日
困
・

8
日

㈲
・
9

日
㈹
・
1
0日
困

会
揚
①
君
津
技
能
開
発
セ
ン

タ

ー
②
千
葉
職
業
訓
練
短
期
大
学

校
成
田
校

定
員
先
着
①
五
十

人
②
三
十
人

費
用
一
万
三
百

円圃
所
定
の
申
込
用
紙
に
費
用
を

添
え
て

、
〒
2
6
1
千
葉
市
美
浜
区

幕
張
西
四
-

一

―
一
〇
テ
ク
ノ

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内
千
葉
県
職
業
能

力
開
発
協
会
(
≫
0
4
3
-
2
9
6
-
1

1
5
0

番
)
へ

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
や

わ

ら
木

苑
支

援
講

演
と

ア
ニ

メ

の
集

い

1
0月
3
日
出
午
後
3
時
開
演

会
場
市
民
会
館

内
容

講
演
=

埼
玉
大
教
授
・
暉
峻
淑
子
氏

費
用
大
人
千
五
百
円
、子
供
千
円

黯
や
わ
ら
木
苑
友
の
会
四
8
5
-

1
8
1
2

番

P
T
A

新
聞

作

り
学
習

会

(
J月
9

日
困
午
前
1
0時
~

午

後
O

時
3
0分

会
場
婦
人
会
館

費
用
三
百
円

内
容
大
内
文
一

氏
に
よ

る
グ
リ

ーつ

ク
な
ど

黯
P
T
A

新
聞
を
作
る
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
松
戸
・
野
上
{
1
4
6

-
2
6
6
2

番

青
年
講
座
「
こ
れ
だ
け
は
知
つ
て
お
こ
う
日
本
の
文
化
」

日 時 内 容 定員 会場 費用

9/19(1)

午後2 時

~4 時

説明会と折り紙
婦人

会館

一万
円

八交
通

費
は
含
ま

な
い
W

10/300

午後2 時

~5 時

生け花とフラワーア

レンジメント

市内
11/14(1)

午後2 時

~5 時

お茶の簡単なたて方

飲み方マナー

12/12(1)

午後1 時から 能鑑賞(説明有り) 都内

1/24(日)

午前10時から
鎌倉のお寺の生活と

精進料理
建

長

寺

2/211日)

午前10時から 落語と浅草の散策 浅草

圉 電話で 教育委員会社会教育 課青少年婦人係

066-7462 番へ

十
六
歳
～
三
十
歳
の
人
・
十
五
人

一
万
円
(

交
通

費
は
含
ま
な
い
)

ア

メ
リ

カ
ン
パ

ッ
チ

ワ

ー
ク

講
習

会

①
9
月
1
7日

閑
・
2
4日
困
②

9
月
1
8日
齏
・
2
5日

窗
、
午
前

1
0時
~
正
午

会
揚
①
小
金
原

市
民
セ
ン
タ
ー
②
常
盤
平
市
民

セ
ン

タ
ー
別
館

費
用
①
②
と

も
千
五
百
円
(
教
材
費
含
む
)

蠢
編
物
文
化
協
会
・
安
達

｀
4
3

-
6
8
9
8

番

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

9

月
9

日
~
1
9
一
月
9

日

の

毎

週

水

曜

日
(

た

だ

し

、
9

月
2
3

日

・
3
0
日

、
1
0
月
2
8

日

、
1
1

月

2
5日

を

除

く
)

会

場

二

十

世

紀

が

丘

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

二

千

五

百

円
(

十

回

分
)

蠢

二

十

世

紀

が

丘
F
D

赤

い

靴

・

中

山

公
6
7
-
7
0
2
8

番

健
康

づ
く

り
実
践

講
座

9
月
2
4日

困
午
前
1
0時
～
3

時

会
場
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

内
容
カ
イ
虎
ノ
門
整
形
外
科
医

師
・
森
田
俊
一
氏
の

講
演
「
医

者
か
ら
み
た
ヨ
ー
ガ
~
中
高
年

の
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
バ
ラ
ン

ス
の

た
め
に
」
と
実
技

持
ち

物
筆
記
用
具
・

バ
ス
タ
オ
ル
・

昼
食

定
員
先
着
八
十
人

惠
9
月
7
日

側
午
前
9

時
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
健
康
増
進
セ

ン

タ
ー
荅
6
5
-
5
5
8
8

番
)

へ

矢切公民館成人講座(第二期)

科 目 日 時 講 師 内 容 費 用

あなたの旅を

楽しく

9/26(1)・10/3(1)

午後4 時

~5 時30分

日本交通公社

松井 文雄氏

スキーは楽し

初級、中級編

宿選びからテクニック

まで

無料

英語で歌おう

9/24~12/3の

毎週木曜日

午前10時~正午

シェフ・ジャクソン

氏

日常会話をマスターし

ビートルズなどの名曲

を歌えるようにしまし

よう

1,000円

つ ま み 画

9/22~12/1 の

毎週火曜日

午前10時~正午

つまみ画研究所

師範

植竹さち子氏

カード「キャンドル」

ミニ色紙「バラ」

短冊「モミジ」ほか

4,500円

身近な暮らし

を学ぶ

10/15!*)・22附の

午後1 時30分

~3 時30分

松戸税務署

高林 啓氏

日本信託銀行

戸辺 芳一氏

相続税、贈与税

老後の生活設計につい

て

無

料

女性の心を考

える

9/22~12/1の

毎週火曜日

午前10時~正午

聖徳大学教授

喜田 史郎氏

思春期、恋愛と結婚

女性が乗り越えるべき

障壁

いきいき教室

9/30~12/2の

毎週1 回

午後1 時30分

~3 時30分

健康体操

竹島 さえ氏

ほか

コーラス、ハイキング、

太極拳、ストレスにつ

いてほか

ギ タ ー

9/22~12/1 の

毎週火曜日

午後6 時30分

~8 時30分

日本ギタリスト 協会

浜野好春氏

荒城の月

赤とんぼ

愛のロマンスほか

7,500円

洗剤と洗濯機

の上手な使い万

9/29W~30(水)

午後1 時30分

~3 時30分

花王消費者交流室

柴山 瑞枝氏

松下電器産業

松本 和夫氏

衣類の清潔と洗剤

洗濯機と布地
無料

対象 市 内 在住・ 在勤 者

匣 往 復ハ ガ キに 住所・ 氏 名・年 齢 ・電話 番号 ・希 望科 目

を明 記し 、〒271 松戸 市上 矢切299 ―1 矢切 公民 館(068

―1214 番) へ

まつど

今昔

写真館

車が語る時代

今回は市民の皆さんからお寄

せいただいた写真の中から、主

に車(自動車)が写ったものを集

めてみました。

車は、周りの風景や人々の服

装などとともに、その時代を感

じさせてくれます。

4 松戸駅前。ボン ネット 型のパスは市内で

は昭和42年ごろまで走っていたといいま

す。(昭和30年代、辻さん提供)

柳
家
小
さ
ん
独
演
会

1
0月
2
3日
窗
午
後
6
時
3
0

分
開
演

会
場
市
民
劇
場

蠢
膕
松
戸
市
文
化
振
興
財
団

・一一
6
4
-
9
1
9
1
番

費
用

千

円

チ

ケ

ッ

ト

取

扱
所

市
社

会

教

育
課

・
市

民

劇
場

・

図
書

館

本
館

・

矢
切

公

民
館

・

チ

ケ

ッ
ト

ぴ
あ

(
ボ
ッ
ク
ス
ヒ

ル

六

階
)



ご参加ください

情報
夏
季
特
別
訓
練
大
会
で
が
ん
ば
る

消
防
団
員

新
松
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

教
室9

月
2
0日
面
午
前
9
時
～
正

午

会
揚
新
松
戸
西
小
学
校

対
象
一
般
市
民

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
木
下
｀
4
5

-
3
4
2
9
番

松
戸

市
民

ア
ー
チ

ェ
リ

ー
大

会
9
月
1
5日
蜘
午
前
9
時
受
け

付
け

会
場
運
動
公
園
陸
上

競

技
場

対
象
経
験
者

費
用
一

般
二
千
五
百
円
、
高
校
生
以
下

千
五
百
円

践
浜
辺
四
4
2
-
4
7
0
6
番
(午

後
7
時
~
1
0時
)

ス
ポ
ー
ツ

体操教 室

教 室 名 日 時 会場 対 象 費用 申し込み

①

小学生体操教室

9/25~
11/27 の

毎週金曜
日

午後4 時

~5 時30
分

運
動
公

園
小

体
育

室

小学1~
3 年生60
人

無

料

で 午 ①
行前 は

う109
抽

時/

選か17
会ら困
で 運 ｀

動 ②
公は
園9武/

道10
館困
会と
議も室に

午後5 時

30分~7
時

小学4~

6 年生30
人

②

親 子体 操 教室
9/19~11/28の毎週
土曜日

午前10時~正午

市内御主
の3 歳児

とその親
30組

[醴 ス ポーツ 課063-9241 番( 運動 公園 内)

運
動
公
園
小
体
育
室

無

料

①
は
9
/
1
7困
、
②
は
9
/
1
0困
と
も
に

午
前
1
0時
か
ら
運
動
公
園
武
道
館
会
議
室

で
行
う
抽
選
会
で

松

戸

山

の

会

・

市

民
(

イ

キ

ン

グ1
0
月
4

日

㈲
〔
前

夜

に

出

発
・

日

帰

り

〕

場

所

安

達

太

良

山

(
徒

歩

約

六

時

間
)

対

象

六

十

歳

以

下

の

市

民

・

先

着

七

十

人

費

用

一

万

二

千

円

匣
(

ガ

キ

に

住

所

・

氏

名

・

年

齢

・

電

話

番

号

を

記

入

し

、

〒

2
7
0 松

戸

市

新

松

戸

四

上

一
五

七

ニ

ュ

ー

ホ

ー

ム

ズ
3
0
2桑

原

素

子

(
C
4
5
-
3
9
2
8

番
)

へ

気

功

初

心

者

講

習

会

1
0月

―

日

・
8

日

・
2
2
日

・

2
9
日

の

各

木

曜

日
(

前

期
)

、
1
1
]

月
4

日
~
2
5

日

の

各

水

曜

日
(
後

期
)

、
午

前
1
0

時
~

正

午

〔

全

八

回

〕

会

場

勤

労

会

館

定

員

三

十

人

費

用

三

千

八

百

円

圉

往

復
(

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名
・

年

齢

・

電

話

番

号

を

記

入

し

、

〒
2
7
0松

戸

市

牧

の

原

公

団

住

宅

一
-

九
-

八

〇

六

常

盤

平

気

功

会

・

鈴

木

弘

子
(

・
。
8
4
-
4
5

5
9

番

、

午

後
2

時
~
4

時
)

へな

ぎ

な

た

教

室

9

月

‥
1
1日
~
1
1
1
1

■
i 月
1
3
日

の

毎

週

金

曜

日

、

午

前
1
0

時
~

正

午

(
全

十

回
)

会

場

運

動

公

園

剣

道

場

対

象

市

内

在

住

の

人

費

用

保

険

料

一

人

八

百

円

惠

電

話

で

松

戸

市

な

ぎ

な

た

連

盟

・

野

口
{
1
4
5
-
0
4
1
0

番

へ太

極

拳

教

室

1
0
月
6

日

Å
1
1
一
月
5

日

の

毎

週

火

・

木

曜

日

、

午

後
7

時
~

9

時

会

場

運

動

公

園

小

体

育

室

対

象

市

民

四

十

人

費

用

無

料

惠
9

月
1
8
日

窗

必

着

で

、

往

復

(

ガ

キ

に

住

所

・

氏

名
・
年

齢
・

電

話

番

号

を

記

入

し

、

〒
一
……
松

戸

市

上

本

郷

四

四

三

四

運

動

公

園

内

ス

ポ

ー

ツ

課
(
f
t
6
3
-
9

2
4
1

番
)

へ

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ
教

室

9
月
1
5日

脚
午
前
9

時
~
正

午

会
場
六
高
台
ス
ポ
ー
ツ
広

場
c

面

対
象
市
民

費
用
百
円

圉
当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
野
中
四
8
7

j
4
4
3
8

番

家
庭

婦
人
卓

球
大

会

9
月
1
7日
困
午
前
9
時
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
家
庭
婦
人

費
用
一
人
六
百
円

内
容
ラ
ン

ク
別
個
人
戦

匣
9

月
1
0日

困
午
前
1
0時
か
ら

運
動
公
園
会
議
室
で
行
う
組
み

合
わ
せ
会
議
で

蠢
山

口
・
四
8
6
-
2
6
7
0
番

ソ
フ
ト

テ

ニ
ス

①

壮
年

大
会
②

職

域
大
会

9
月
1
5日

㈲
午
前
8

時
3
0分

受
け
付
け

会
場
栗

ヶ
沢
公

園

庭
球
場

対
象
①
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
ク
ラ

ブ
の
四
十
五
歳

以
上
の
大
②
市
内

職
域
ク
ラ
ブ

(
一
団
体
三
チ
ー
ム
)

費
用
①

一
人
二
千
円
②
一
団
体
六
千
円

匣
9

月
1
0日
團
ま
で
に
、
(

ガ

キ
に

①
は
前
・
後
衛
の
別
、
年

齢
②
は
職
場
・
出
場
者
名
を
明

記
し

、
〒
2
7
0
松
戸

市
小
金
原
六

-
九
-
一
丿
四
〇
二
松
戸
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
小
倉
和
江

(
B
4
5
-
0
8
9
9
番
)
へ

ふ

れ
あ

い
教
室
(
太
極

拳
)

9
月
3
0日

～
1
2月
1
6日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
後
6

時
3
0分
~

8
時
3
0分

会
場
勤
労
会
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労

者
・
五
十
人
(

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

費
用
無
料

圉
9

月
1
2日
出
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に

、
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
・
教
室
名
(
太
極
拳
)
を
明

記
し

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八

七
-
五
松
戸

市
役
所
商
工

課
労

政
係
へ

保

健

衛

生

検
診

車
に

よ

る
胃

が
ん

検
診

実
施
期
間
1
0月
~
1
2月

対

象
市
内
在
住
の
四
十
歳
以
上
の

人
(
妊
娠
中
の
人
は
受
診
で

き

ま
せ
ん
)

費
用
五
百
円
(
生
活

保
護
・
老
人
医

療
受
給
者
・
市

民
税
非
課
税
世
帯
対
象
者
は
無

料
)

圃
5

月
に
四
十

歳
以
上

の
人
全

員
に
送
っ
た
「
健
康
診
査
の
お

知
ら
せ
」
に
同
封
の
、
胃
が
ん

検
診
申
込
書
(
(
ガ
キ
)
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
9

月
1
0日

困
ま
で
に
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
申
し
込
ん
だ
人
は
、

申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
申
し
込
み

者
に
は
、
後

日

会
場
・
実
施
日
な
ど
を
通

知
し
ま
す
。

黯
健
康
管
理
課
業
務
係

療

育
相

談

9
月
1
0日
團
午
後
1
時
~
1

時
3
0分
受
け
付
け

会
揚
松
戸

保
健
所

対
象
乳
児
の
股
関
節

脱
臼

検
診
未
受
診
者
、
整
形
外

科
学
領
域
の
診
察
・
相
談
な
ど

を
希
望
す
る
十
八
歳
未
満
の
人

※
母
子
手
帳
持
参

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課

一`
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

三
十
代
か
ら
の
女
性
の
た
め

の
医
学
セ
ミ
ナ
ー

9
月
2
4日
團
午
後
2
時
~
3

時
3
0分

揚
所
小
金
市
民
セ
ン

タ
ー

講
師
新
松
戸
診
療
所
・

石
田
一
宏
氏

惠
9
月
1
9日
出
ま
で
に
、
電
話

で
健
康
管
理
課
小
金
方
面
保
健

室
へ

9
月
は

ガ
ン
征
圧
月
間
で
す

急
性
灰
白
髄
炎
(
ポ
リ

オ
)
予
防
接
種

急
性
灰

白

髄

炎
(
ポ
リ

オ
)
予

防

接

種

を

、
左

記
日

程
表

の

と

お
り

実

施
し

ま

す

。

申

し

込

み
を

す

る
人

二

回

飲

み

終

え
て

い

な

い
四

歳
未

満

の

人

で

問

診
票

を

持

っ
て

い

な

い

人

申

し

込
ま

な

く

て

も
よ

い

人

平

成
3

年
1
9一
月
1

日
~
4

年

6
月
3
0日
生
ま
れ
の
人
で

、
7

月
末
ま
で
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人
に
は
、
今
月
中
に
通
知

し
ま
す
。

※
以

前
の
問
診
票
を
持
っ
て
い

る
人
は

、
そ
れ
を
使
っ
て

早

め
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

黯
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

三
歳

児
健

康
診

査

期
日
9

月
8
日

㈹
・
1
6日
困
・

2
2日

㈹
・
2
9日
㈹

会
場
松
戸

保
健
所

対

象
平
成
元
年
5
月

生
ま
れ
の
幼
児

※
対
象
者
に
は
健
康
診
査
票

を

送
り
ま
し
た
。
ご
記
入
の
上

決
め
ら
れ
た
日

時
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
該
当
に
な
っ
て

い
て

健
康
診
査
票
が
届
か
な

い
場
合
は
(

ガ
キ
に
左
記
要

領
で
記
入
し
て

、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

翹一
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
四

6
1
-
(
/
)
1

り乙
1
番

申
し
込
み
要
領

愛
の
献
血

黯

健
康
管
理
課
業
務
係

期日 時 間 会 楊 主 催

9/5(1)
午㈲O 時

~午後4 時

伊勢丹

松戸店前
松 戸 市

17附
午前9 時30

分~11時
五香公会堂

健康づくり

プルーフ

「楽健」

似ニロ
午前10時

~午後4 時

伊勢丹

松戸店前
松 戸 市

黔
昭
和
2
9年
こ
ろ
の
松
戸

駅
構
内
タ
ク
シ
ー

(
塚
本
さ
ん
提
供
)

黔
旧
水
戸
街
道
、
現
在
の
市
民
劇
場
の
十
字
路

か
ら
根
本
方
向
を
見
る

(
昭
和
3
9年
夏
、
山
村
さ
ん
提
供
)

日 程 表

会 場 名 日 程 時 間

衛 生 会 館 10/22W 12/22m

五 香 市 民 セ ン タ ー 10/8 困 12/17困

松 飛 台 市 民 セン タ ー 10/8 困 12/1600

小 金 北 市 民 セン タ ー 10/15W 12/11R

東 部 市 民 セ ン タ ー 10/121月) 12/14R

馬 橋 東 市民 セ ン タ ー 10/15CA 12/10W

健 康 増 進 セ ン タ ー 10/1胆 12/15C火)

常盤平市民センター別館 10/700 10/22W

常 盤 平 市民 セ ン タ ー 12/8C火) 12/21C月)

古ヶ 綺 市民 セ ン タ ー 10/12(1月) 12/14C月)

稔 台 市 民 セ ン タ ー 10/5G月) 12/30村

小 金 原 市民 セ ン タ ー 10/51月) 12/1OCR

新 松 戸 市民 セ ン タ ー 10/12(1月) 12/900

小 金 市 民 セ ン タ ー 10/6C火) 12/SC火)

馬 橋 市 民 セ ン タ ー 10/1明 12/15C火)

六実市民センタ ー別館 10/1400 12/900

二十世紀が丘市民センター 10/191月) 12/15C火)

※明市民センターは改修工事のため行いません。

午
後
1
時
1
5分
～
午
後
2
時
3
0分

ポリ オ申し込 み

●初めて飲む

●1 回飲んだ

(どちらか記入)

●住所

●保護者氏名

●子供の氏名

●子供の生年月日

●電話番号

市役所・支所
連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時
テレホンサービス……………………昔66-0010番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時
テレホンサービス……………………O66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11時
衛生会館内……………………………S65-3430 番



力
強
い
タ
ッ
チ

が
、
見
る
人

に

迫
っ
て
く
る
。

大
須
賀
さ
ん
は
、
青
年
層
を

対
象
に
し
た
週
刊
漫
画
誌
ビ
ッ

グ

ー
コ
ミ
ッ
ク

ー
ス
ピ
リ
ッ
ツ

主
催
の
『
第
1
5回
ス
ピ
リ
ッ
ツ

賞
』
の
佳
作
(
受

賞
者
の
中
で

は
最
高
)
に
入

賞
し
た
。

小
さ
い
こ

ろ
か
ら
絵
が
大
好

き
。
大
学
は
美
術
系
に
進
み

、

卒
業
後
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
。

「
で
も
、
ど
う
し
て

も
好
き

な
漫
画
が
か
き
た
く
て
・
:」

二
十
五
歳
の
時
に
会
社
を
や

め
、
漫
画
に
専
念
、
漫
画
誌
の

各
賞
に
応
募
を
始
め
た
。

「
何
か
を
訴
え
続
け
ら
れ
る
漫

画
家
に
な
り
た
い
ん
で
す
。
今

は
シ
リ
ア
ス
な
も
の
を
か
い
て

い

ま
す
が
、
コ

ミ
カ
ル
な
も
の

も
か
け
れ
ば
…
」

受
賞
作
の
『
教
壇
に
立
つ

』

は
、
現
在

ビ
ッ
グ
ー
コ
ミ
ッ
ク

ー

ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
、
三
ヵ
月
に
一

度
の

割
で
連
載
中
だ
。

「
校
内
暴
力
や
受
験
、
い
じ

め
な
ど
、
中
学
校
で
起
こ

る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
、
体
当
た
り

で

ぶ
つ
か
る
青
年
教
師
を
描
い

た
作
品
で

す
。
物
語
の
舞
台
は

学
校
で
す
が
、
一
般
社
会
で
も

身
近
な
問
題
だ
と
思
い

ま
す
」

「
ま
だ
プ
ロ
と
し
て

成
り

立

つ
ほ
ど
甘
い

世
界
で

は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
思
い
切
り
自
分
を
表

現
で
き
れ
ば
…
」
と
二
十
九
歳

の
青
年
の
目

が
輝
く
。

自
分
自
身
を
か
け
ら
れ
る
世

界

を
見
つ

け
た

人
だ

け

が
も

つ
、
生
き
生
き
と
し
た
目
だ
。

「
し
ば
ら
く
は
、
漫
画
に
全

力
投
球
し
ま
す
が
、
将
来
は
シ

ナ
リ
オ
や
小
説
も
書
い
て
み
た

い
で
す
ね
」

彼
の

目
の
中
に
、
将
来
と
自

分
の
足
も
と
の
両
方
を
、
し
っ

か
り
見
つ
め
て
歩
い
て
行
く
彼

自
身
の

姿
を
見
た
。

(
常
盤
平
三
丁
目
在
住
)

第15回スピリッツ賞に入賞した

大須賀昌浩さん

力
強
い
タ
ッ
チ
で
か
か
れ
た

受
賞
作
『
教
壇
に
た
つ
』

この数なあに?

゛593.823″
貸

し

出

し

は

二

週

間

ま

で

で

す

読
書
の
秋
で

す
。

最
近
は
、
若
い
人
た
ち
の
活

字
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
い

わ

れ
て
い
ま
す
。
テ
レ

ビ
に
慣
れ

た
世
代
に
は
、
文
字
を
一
つ
ひ

と
つ

読
み

進
む
こ

と
に
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

良
い

本
は
、
私
た
ち
の
生
活

に

潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

一
冊
の
本
と
の
出
合
い
が
、
人

生
を
変
え
て
し
ま

う
こ

と
も
あ

り
ま
す
。

十
九
ヵ
所
の
市
立
図
書
館
で

は

、
五
十
九
万
三
千
八
百
二
十

三
冊
(
平
成
4

年
6
月
末
現
在
)

の
本
が
、
あ
な
た
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
移
動
図
書
館
「
み

ど
り
号
」も
、
市
内
二
十
ヵ

所
を

巡
回
し
、皆
さ
ん
に
「
読
書
の

楽

し
み
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
千
駄
堀
に
は
県

立
西
部
図
書
館
が
あ
り
、
知
識

向
上
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で

」

も
う
す
ぐ
訪
れ
る
涼
や
か
な
秋

の

夜
長
は
、
大
好
き
な
一
冊
と

過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
?

漫画の中で自己表現
スナ

ップ

ショ

ット

あなたの撮ったスナップ写真( 街の話題・

身近な出来事など) をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

黷広報課

六実中の仲良しコンビ

関東大会で優勝!

今
年
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ

っ

た
の
で
、
大
き
な
大
会
で
優

勝
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
。

一
年
生
の
と
き
か
ら
一
緒
に

頑
張
っ
て
き
て
、
本
当
に
良
か

っ

た
と
思
い
ま
す
。

(左) 脇田綾子さん( 右) 星さ おりさん

息の合った二人です

8月9 日~11日に行われた関東中学校バド

ミントン大会で、六実中学校の星さおりさん

(3年)と脇田綾子さん(3年)がダブルスで優

勝しました。

千葉県代表の関東大会優勝は初めてのこ

と、それだけに、喜びもひとしおです。

「二人とも、まじめで努力家。厳しい練習

にも、へこたれずに頑張っていました」と小

野監督。

バドミントンでのコンビだけでなく、登下

校も一緒という仲良しの二人は、全国大会で

もベスト8 に入る健闘をしました。
高校生を相手に練習をしました

千葉県が主催する防災フェアちば'92が8月20日~22

日まで、伊勢丹松戸店で開催されました。

防災フェアは、地震や風水害などの災害に対する備え

を忘れないようにと、県内各地で行われています。

会場では、最新式の防災システムの紹介のほかに、起

震車・はしご車に実際に乗ってみる体験コーナーや、消

火訓練・煙中避難訓練ができる訓練コーナーなどもあっ

て、訪れた人たちを楽しませていました。

楽
し
み

な
が

ら
防

災
に
つ
い
て

勉
強
で

き
ま
し
た

防
災
フ
ェ
ア
ち
ば
9
2
を
開
催

知
事
・
市
長
も
出
席
し
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
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